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A
潮
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A
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四
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地
名
の
「
八
条
」
は
、
古
代

・
中
世
ま
で
武
蔵
固
と
下
総
国
の
国
境
に
な
っ
て

い
た
利
根
川
（
現
在
の
中
川
）
右
岸
の
自
然
堤
防
上
に
遺
構
が
確
認
さ
れ
る
古
代

条
里
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
。

平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
期
に
は
、
源
頼
朝
が
神
宮
に
寄
進
し
た
大
河
戸
御
厨
の
内

の
八
条
郷
に
あ
た
り
、
こ
の
八
条
郷
の
地
頭
職
と
な
っ
た
渋
江
光
衡
は
八
条
を
本

貫
地
と
し
て
八
条
五
郎
光
平
と
称
し
た
。
以
来
八
条
氏
は
当
地
に
館
を
構
え
、

十
五
世
紀
中
頃
ま
で
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
と
い
う
。

お
と
二
や
－
a

当
社
は
社
伝
に
よ
る
と
、
宝
徳
元
年
（
一
四
四
九
）
に
山
城
国
の
男
山
八
幡
宮

い
わ
し
み
ず

（
石
清
水
八
幡
宮
）
を
勧
請
し
た
と
も
、
或
い
は
こ
の
時
、
氷
川
社
久
伊
亘
社
八

幡
社
を
合
祭
し
た
と
も
伝
え
る
。

白
う
M

’

が

や

っ

と

も

あ

省

ま
た
、
先
の
八
条
氏
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
扇
谷
上
杉
朝
顕
が
八
条
に
館
を
構

’esし
げ

え
、
八
条
上
杉
を
称
し
た
よ
う
で
あ
る
。
朝
顕
の
曾
孫
、
八
条
近
江
守
房
繁
は
、

馬
術
の
達
人
と
し
て
独
自
の
流
儀
「
入
条
流
」
を
成
し
た
。
入
条
流
馬
術
は
、
江

戸
期
に
は
徳
川
家
を
始
め
各
藩
に
普
及
し
た
。
明
治
四
十
二
年
、
当
社
に
合
杷
さ

は
ち

c
aろ
で
ん

れ
た
字
入
谷
に
あ
っ
た
八
条
神
社
（
八
条
殿
社
）
は
八
条
上
杉
氏
を
記
る
神
社
で
、

同
社
の
旧
社
家
で
あ
っ
た
新
井
家
は
「
紙
本
着
色
八
条
房
繁
像
」
を
所
蔵
す
る
。

当
社
の
杜
叢
は
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
に
ふ
る
さ
と
の
森
に
指
定
さ
れ
た
。
林

相
は
主
に
ケ
ヤ
キ
・
イ
チ
ョ
ウ

・
シ
ラ
カ
シ

・
ク
ス
ノ
キ
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
、

樹
齢
五
百
年
と
も
伝
え
ら
れ
る
イ
チ
ョ
ウ
や
ス
ダ
ジ
イ
、
三
百
年
近
い
ケ
ヤ
キ
な

ど
の
大
木
も
多
い
。
中
で
も
神
社
北
隅
の
大
イ
チ
ョ
ウ
は
、
鶴
岡
八
幡
宮
か
ら
流

れ
て
き
た
と
い
う
伝
承
が
残
る
。


